えどがわっ子食堂ネットワーク事務局

令和6年度
第1回えどがわっ子食堂ネットワーク打ち合わせ会記録

日時：令和6年6月20日(木)　19：00～20：30
会場：グリーンパレス千歳・芙蓉


1 開会
(えどがわっ子食堂ネットワーク　藤居世話人)
皆さん、こんばんは。今年度初めての子ども食堂ネットワークの打ち合わせ会を始めます。えどがわっ子食堂ネットワークは42団体50食堂にまで増えました。大勢の方が集まりましたので、良い話し合いができたらいいと思います。江戸川区そして関連の団体からのインフォメーションもありますので、充実した時間が過ごせたらと思います。

2 食品衛生に関する保健所からのお知らせ
(江戸川保健所生活衛生課　刑部係長)
皆さん、こんばんは。食中毒予防についてお話しします。
(資料「令和6年江戸川区内の食中毒発生状況について」参照)
区内で今年6月までに3件の食中毒が発生しています。
①1月にウェルシュ菌による食中毒。患者26名。お弁当のかぼちゃの煮物が原因と思われます。前日から調理を始めていて温度管理が不適切でウェルシュ菌の食中毒が発生したと推測されます。
②4月にアニサキス。寄生虫ですが、お刺身盛り合わせを食べた方1名、アニサキスによる食中毒になりました。
③4月にカンピロバクター。鶏肉にいる菌ですが焼き鳥(レバー)の中心まで加熱が不十分なものを食べて食中毒になりました。
①番のウェルシュ菌は、カレーや煮物など煮込み料理にご注意頂きたい。カレーは子ども食堂でも定番のメニューだと思いますが、昨年都内の子ども食堂でカレーによるウェルシュ菌の食中毒が発生しています。野菜やお肉、土、環境中のあらゆる所にいる食中毒菌で、食べてから6～18時間後に下痢や腹痛などの症状が出ます。普通の食中毒菌は加熱すれば死滅しますが、ウェルシュ菌は加熱しても死滅しません。すぐに食べれば問題ないのですが、そのまま常温で、鍋に入れたまま放置しておくと、菌が増えて食中毒になります。なので、火を通したから大丈夫だろうというわけではありません。細菌が増殖してしまうと、火を通した物でも食中毒になる事がありますので十分ご注意下さい。
次に、資料に「キャパオーバーは事故につながる」とあります。キャパシティを超えて無理して作ると、衛生面で無理が生じて手洗いが不十分だったり、冷蔵庫に入りきらず常温で保存したり・・など、そういう事から事故が起きます。経験・スタッフの人数・調理場の広さなどから自分達の適切に作れる量をここまで、と決める事も大事だと思います。これからどんどん暑くなりますので、無理せず事故のないように、安全第一でお子さんに美味しい料理を提供して頂けたらと思います。

（司会：藤居世話人）ありがとうございました。これから食中毒も発生しやすい時期になりますので皆さん注意して運営していきましょう。
次にケアラーパートナー木の根っこから新しくできました、パンフレットとカードを置かせていただきました。坂本さんお願い致します。

③ヤングケアラー新リーフレットのお知らせ
(ケアラーパートナー木の根っこ 坂本氏)
皆様初めまして。お手元にあるリーフレットですが、何年か前にうちの代表が参加させて頂いて、紹介させて頂いた物です。私は元ケアマネージャーなのですが、訪問看護・介護に入った時、自分達が気が付けるようにと医療・福祉・保健・教育を担う皆さんへ、専門職用に作ったパンフレットです。
自分が入っている家庭で、もしかしてこの子はヤングケアラーなのではないかな？と思った時の相談先に、児童相談所・なごみの家・熟年相談室・健康サポートセンターがあります。相談に繋がったケースもあります。活動していく中で私達が心配だったのが、近隣の中学校・高校にご挨拶に行き、校長先生・養護教諭・スクールソーシャルワーカーに自分達の活動を紹介すると、この子がヤングケアラーなのかもしれないけれど、あなたヤングケアラーですね？　とは言いにくい。本人もヤングケアラーという認識がない場合もあるし、お母さん達も「うちの子はヤングケアラーなんかじゃ、ありません」。ヤングケラーという言葉が良くないイメージ、大変な子、かわいそうな子というイメージがついてしまっている、という事を多く聞きました。もしその子が、そうかな？　と思ってもすごく時間をかけて家庭の事を聞いていかなければいけない、と聞きました。
何か子どもに直接できる事はないか？　という事でこの小さなカードを作りました。役所のトイレなどにも置いてあります。「ケアラーズカフェ若葉っていうのがあるからもしよかったら覗いてみない？　HPでも分かるよ」とその子に手渡しできる大きさでという事でカード型にしました。皆様がこれを持っていて、もしかしてこの子は……というような子がいたら手渡せるツールとして作りました。今回(子ども食堂の)団体数も増えているという事で聞いた事ない方もいらっしゃると思いますが、(木の根っこの)団体の説明はHPでご覧になれますので、「江戸川区木の根っこ」と検索して頂くと出てきます。
カフェ若葉というリーフレットがありますが、これは今年度4月にできたばかりです。若葉の会員で、現ヤングケアラーやちょっと前までヤングケラーだった、大学生・社会人になりたて・高校生の子達が「自分達が友達に声をかけるとしたらどうやって声をかけるだろう？」と実際に当事者の子ども達が作った物です。私達大人も付いて仕上げましたが、こういう内容だったら読みたいと思うかな？　という内容です。開いてみると、こんな場所ですよ、という写真があります。こんな人が待っています、という事で3名スタッフが載っています。こういう人がいます、という事が分かった方が行きやすい。という発案です。これもツールとして、もしかしたらそうかな？　という子に渡せるように、たくさん作りました。今日は1部ずつのお渡しですが、たくさん必要であれば連絡頂ければお届けさせて頂きます。今日は貴重な時間を頂きまして、ありがとうございました。

(司会：藤居世話人)ありがとうございました。子ども食堂をやっていると、様々な子ども達や親子と出会う事があるのでこういった活動をしている団体もある、という事を是非知っておいて頂きたいと思います。
次にクボタスピアーズ船橋・東京ベイの近藤さん、色々な取り組みについて皆さんにお伝え頂きます。よろしくお願いします。

④クボタスピアーズと子ども食堂の連携について
(クボタスピアーズ船橋・東京ベイ 近藤氏)
皆さん、こんばんは。この会議、半年に一度と伺っております。貴重な会議のお時間を頂きました。ありがとうございます。私どもクボタスピアーズ船橋・東京ベイは西葛西にあります、江戸川陸上競技場にて(スピアーズえどりくフィールドという名前です)そこをホストスタジアムに、活動しているラグビーチームです。クボタスピアーズ船橋・東京ベイのチーム名を聞いた事がある方いらっしゃいますか？　(会場より挙手あり)たくさんの方に知って頂けてありがたいです。私どものラグビーシーズンは12月～5月です。この前の５月に昨シーズンが終わりました。その１つ前のシーズンで優勝する事ができまして、昨シーズンは6位で終えました。今年の12月から今シーズンが始まりますので、それに向けていったんお休みをして、そろそろ練習が始まる頃です。　
お手元に資料を準備させて頂きました。縦長の資料をご覧頂いている方が多いのですが、この資料は昨シーズンの物ですが、チームのパンフレットです。全ての選手の写真とラグビーの簡単なルール、チームのビジョンが書いてありますのでお手すきの時にご覧ください。今日は、これから皆様と一緒にさせて頂きたい事のご提案と、イベントを実施する予定なので、そのご案内をさせて頂きたいと思います。
(右上に2024/6/20とある資料参照)私どもは江戸川区様とSDGｓ推進の連携協定を締結しております。ＳＤＧｓに関する活動を一緒にしてもらおうという連携協定でございます。この中で社会的な活動を、クボタスピアーズは江戸川区で行っております。小学校でラグビーの出前授業を行ったり、障害者施設にお邪魔してラグビーの体験をして頂く、といった活動を行っているのですが、子ども食堂の皆様と協同を発展させていきたいと思っております。
①子ども食堂を利用される皆様を対象としたスピアーズホストゲームへのご招待。ホストゲーム9試合しかないのですが、このうちの5～6試合を次のシーズンに関しましてはえどりくで開催する予定です。その中でいくつかの試合に関して子ども食堂を利用されているお子様・保護者の方をご招待したいと考えております。席を確保して、事前申し込みをして頂いた方にご来場いただく、というやり方です。ご利用者の方にアナウンスをして頂く為には、皆様にクボタスピアーズを知って頂きご理解頂く必要があり、今日この場で説明させて頂きます。具体的にはシーズン前にネットワークの方か江戸川区の方を通して皆さんの所にこのお話しが届くように調整して頂きます。ネットから直接、事前申込ができるような仕組みを準備するつもりでいますので、ご利用者の方にご周知頂き、少しでも多くの方にご来場頂きたいと思います。
②スピアーズホストゲーム時のスタジアム実施検討可能イベント(右上ForEarth,ForLife Kubotaとある写真4枚の資料参照)この写真はえどりくでホストゲームを行う時の様子ですが、入ってすぐ駐車場が広くありまして、私達はここにステージを作ったり、キッチンカーを入れたり、テントを張って中の運営を行っております。例えば左下のＳＤＧｓステーションは、連携協定のもとで行っているのですが、試合会場で出るゴミを細かく分別するステーションです。フードバンクに寄付する缶詰など食材の回収、古着の回収、といった事を行っています。その右側はファンの方達がステーションを見上げている写真です。右上はキッチンカー。試合によってですが5～10台のキッチンカーが来ます。左上はえどりく入ってすぐ、いつもはガランとした駐車場ですが、ホストゲーム実施時は装飾したりテントを張ったりして賑やかに使っています。子ども食堂がより広く周知頂けるよう、私どものホストゲームをお使い頂けないかなというのが2つ目のご提案です。
③スピアーズパートナー企業からのサポートですが、具体的には私どものパートナーで関東甲信クボタという会社があります。同じクボタですが販売会社でして、グループ会社ですが全く別会社になります。ここがクボタスピアーズを介してネットワーク様に毎月100kg強のお米の提供を行っております。今までは100kg強のお米を一方的にお送りするような形でしたが、一新しましてお米を必要だという子ども食堂様の情報をネットワーク様に取りまとめて頂き、その情報を私どもが頂き、関東甲信クボタにパスをし、関東甲信クボタからお米を必要としている子ども食堂さんにダイレクトにお米をお届けする形が一番望ましいのかな、と仕組みの調整中です。これは一例です。関東甲信クボタ以外にもたくさんのパートナー(スポンサー)がおります。江戸川区に本社がある物流会社や、IT系の会社、電気工事をしている会社、船堀駅前の駅ビルの親会社さんも私どものスポンサーさんです。私どもをハブにして繋ぐ事もできるかな、と思っております。皆様が江戸川区でこんな活動をしていきたい、といった具体的な案がありましたら、私どもや私どものパートナーさんで一緒にお手伝いする事もできると思います。
一方的にお話ししましたが、この後グループワークもあるとの事ですので、その中にクボタスピアーズの要素を取り入れたお考えも是非入れて頂けたらな、と思います。私どもはスポーツを通して、江戸川区の皆様が抱えていらっしゃる問題を少しでも解決したいと思っていますし、スポーツがハブになっているから解決できる、解決に対してアプローチしていける事もあると思っています。是非クボタスピアーズの活動を広く捉えて頂いて、何かご一緒できるような事があれば是非お声掛けを頂ければと思います。私からは以上です。この後、会の終了までおりますので、何かご意見やご提案があれば直接お声掛けください。よろしくお願いいたします。ありがとうございました。
（司会：藤居世話人）ありがとうございました。カラー刷りのチラシは…
(クボタスピアーズ近藤氏)失礼しました。来る7/13にえどりくでイベントを行います。ラグビー体験や走り方教室、ワークショップ、キッチンカーがあります。幅広い皆様に楽しんでいただけるイベントです。選手も30名おりますので、体の大きなラグビー選手と接する機会だと捉えて頂くだけでも楽しいと思います。日本一を争っているレベルのチームで、選手も皆一流の体つきです。なかなかある機会ではないので選手を見にいらして頂きたいです。
（司会：藤居世話人）ありがとうございました。葛西の子ども食堂にも選手の方が手伝いに来てくれてその後、試合を見に行ってラグビー大好きになったお子さんもいます。直接色んなものに携わるというのは良いことだと思います。これからもよろしくお願いします。ありがとうございます。

⑤新しく加入した食堂の紹介
（司会：藤居世話人）
新しく子ども食堂ネットワークに加入された団体の方のご紹介をします。
お立ちになってお顔を見せて頂けたらと思います。
最初に「子ども食堂セラーレ」さん。2月に加入された食堂さんです。毎月第二木曜の夜に南小岩3丁目の南小岩司会館で活動されています。
次は、今日ご欠席ですが「おおもり」さんです。2月に加入されました。毎月第一・第三月曜の夜の時間帯に南篠崎2丁目のおおもりというお店で活動されています。
次に「ＳＯＭＰＯ流子ども食堂」さん。4月に加入された食堂さんです。毎月第四土曜日の昼に東葛西5丁目のＳＯＭＰＯの家葛西さんで活動されています。
次に「清新町こども食堂」さん。4月に加入された食堂さんです。清新町1丁目の清新中央ハイツ集会所で活動されています。
次は「アゼリー子ども食堂」さん。5月に加入された食堂さんです。初回開催は夏ごろを予定されています。中央1丁目アゼリー保育園で活動予定です。皆さんよろしくお願いします。毎回新しい子ども食堂さんが増えてとても賑やかになってきています。ではグループワークに入ります。

⑥グループワーク 
(事務局 吉田)
これから皆様、お待ちかねのグループワークの時間です。前回12月に開いたネットワーク会議のグループワークの結果をもとにして、さらに深堀りしていきたいと思います。皆さんに既にメールでもお伝えしましたが、前回は“つながり”という事が大きなキーワードでした。大きく分けると①子ども食堂同士のつながり②子ども達・家庭とのつながり③垣根を超えたつながり、この3つに分けられます。最後の垣根を超えたつながりはちょっと分かりづらいですが、対象を子どもや保護者より広げたい、食事提供以外の活動をしたい、といった意味合いです。今回のグループワークではこの中から1つ選んでグループ内で深堀してもらえたらと思います。
皆さん貴重な時間を頂いて集まって頂いているので、話し合った結果、結局前回と変わらない意見ばかりだったね、となるともったいないなと思いますので、「具体的に」というのをキーワードでお願いしたいです。今回の会議をきっかけに皆さんの普段の活動に広がりが出て、新たなアイディアを共有する、普段から共有できるようなつながりができたらいいなと思っています。前回もこの会議の後に、連絡先を交換したり、子ども食堂さんと共育プラザさんがコラボされたり、なごみの家に気になる家庭についてご相談があったり、子ども食堂同士のつながりについてなごみの家に相談に来て頂いた食堂さんがあったり、色々と嬉しい結果が出ました。という事で、今回も会議後に何か1つでも来て良かったなと、お土産を持って帰って頂きたいと思います。
それにあたりグループワークに際してお願いがあります。具体的なやり方の説明になります。(資料「グループワークの手引き」参照)今回グループごとになごみの家の相談員がいます。司会進行を務めますので、円滑な進行にご協力お願いします。時間が35分と限られておりますので、皆様のご意見を聞く為に、発言の際は付箋に書いてからお願いします。青色の付箋にはつながりについて既にやっている事。黄色の付箋にはこれからやってみたい事。を書いてください。A3の紙で例としてグループワークのやり方がありますのでそれもご覧ください。先程申し上げましたが、「具体的に」紙にお書きください。具体的に、の例ですが、グループワークの手引きの下に書いてありますのでそちらも参考にして頂きながらお願いします。では、これから35分間お願いします。

＜グループワーク＞35分 
＜発表＞※別添の「グループワーク結果まとめ」も併せてご覧ください。

(事務局吉田)
時間になりました。発表に入ります。お時間1分程度でどのテーマを選んだかというところからお話しください。順番に、というのもつまらないので、我こそは、というグループ挙手でお願いします。

(Gグループ)
Ｇグループは垣根を超えたつながり、をテーマで話し合いました。各町会、地域と地元の商店・スーパー・企業とのつながりが既に行われています。これからやってみたい事は、地域同士の事業所との連携を拡大していきたい。あとは、食材の確保・運営をしていく為の継続方法の検討が必要。子ども達にきてもらう為にイベント。スタンプラリーなど、やってみたい、参加してみたいと前向きになるような事もやってみる必要がある。以上です。

(Ｄグループ)
今やっている事はヤングケアラー支援・学習支援・放課後の居場所支援と言った居場所支援が多かったです。子ども食堂はできたて熱々の食事を出す事を大事にしている。共育プラザと子ども食堂で連携して、おまつりに出店し子ども食堂の名前を知ってもらう。これからやりたい事については、子ども食堂同士の親睦を深めたい。ちょい飲み・イベント・ハイキング・夏祭り等をやりたいという意見が出た。学校では教えてもらえないような健康教育・お金の勉強をしてみたいといった話が出た。
(ファシリテーター)補足をさせてもらうと、これらの今やっている事とこれからやりたい事を考えたうえで地域でひとつまとまりを作って、定期的に集まって情報交換できるといい。実際私もこんな事やっているんだと勉強になったので、こういった情報が分かるといい。横のつながりを生かしてお互いの持ち味を生かせたらいい。異業種の人とつながる事で、新たな発想が生まれる。それが学校では教えてくれない勉強会にも生かされるのではないでしょうか。以上です。

(Bグループ)
このグループは鹿骨・小岩・葛西地域。つながりは北と南。聞いていて幅広いなと思った。一つは近くのスーパーから食材を頂けるよう交渉して、企業の社会貢献を活用して食材を確保する。学童から立ち上がった食堂は父兄さんとのつながりを大事に広げている。食材を提供してもらう。身近な所で食材がもらえたり、協力してもらえるのはすごく大事だと思う。葛西の施設で子ども食堂を立ち上げた所があって、施設の職員に社会貢献をするという意味でボランティアとして食堂を開設した。施設の職員はなかなか地域に出ていくという事がしづらい。そこで接点を生み出してくれているのはすごいと思う。

(Aグループ)
小岩エリアです。子ども食堂・フードバンク・うちは学習支援とバラバラの業種です。得意な分野と不得意な分野があるという事が分かりました。フードバンクさんは、食材はたくさん持っている。それを子ども食堂や学習支援に賞味期限が切れそうなお菓子などをもらえないだろうか。学習支援にいるボランティアさん(高校生や大学生)を人手が足りない所に紹介し合えないだろうか。自分達の強みと弱みを共有しながら小岩会を作ろうと。なごみの家と毎月1回、お茶会をしようという話まで盛り上がりました。

(Eグループ)
垣根を超えたつながりです。今やっている事は、皆さん色んな事に取り組んでいて興味深かったです。これからやっていきたい事は、子ども食堂マルシェをやらないか、という事です。子ども食堂さんに参加して頂いて、マルシェの形で周知していく。認知度がないというのが一番の問題。知ってもらうのが大事なのでマルシェ形式でまずは地域の人達とつながる、という事を目指していきたい。開催はできると思います。よろしくお願いします。

(Fグループ)
子ども食堂をまだまだ知らない方が多く、周知が大事。子ども食堂同士の横連携。情報交換や、悩み事を相談したりできる横のつながりも大事だと思う。イベントをやってもっともっと私達の活動を知ってもらいたい。みんなでスクラム組んでやりましょう！

(Ｃグループ)
垣根を超えたつながりという事で話しました。外部と連携してやっている事、内部でやっている事二つに分けました。インフルエンサーが訪問してくれてSNSで宣伝してくれた、高齢者や障害者の方が参加してくれるというつながりがあります。今後やっていきたいつながりとしては、資金面が私達は課題意識としてあるので、企業・スーパーなどとつながって食材などが欲しい。同じ場所で複数の団体が利用する事で備品を共有できる。物流などを効率化できると思う。そういう子ども食堂同士のつながりもあるといい。他のグループも言っていたが、周知は大事。地域に周知していきたい。

(Ｈグループ)
私達はクボタスピアーズに来て欲しい。イベントでキッチンカーはハードルが高い。子ども食堂だけの情報だけでは見向きもされないと思うが、大鍋で豚汁やカレーを作り、食べ物があれば見てやるか、と見てくれるのでは？　子ども食堂にスピアーズの方が来てくれれば。区内全部の子ども食堂・フードバンクに回って頂くとみんな喜ぶのではないかと思う。あとは、一番欲しいのは子ども食堂同士のLINEでの情報共有。フードバンクに来ている人達は困っている人だから、その人達に子ども食堂がどこにあるのかというのを周知できたらいい。今日はここが空いているよ、とか。逆に言えば、子ども食堂に来ている人にフードバンクの紹介ができると思う。区民農園がいっぱいあるから、寄付ボックスを設置する。配送の問題など出てくると思うが、へちまのようになったきゅうりなどもらってくれると思う。最後にもう一度、クボタスピアーズ来てください！

(事務局　吉田)
皆さん、ありがとうございました。小岩会、子ども食堂マルシェ、クボタスピアーズとの連携、フードパントリーさんとの連携、楽しそうなキーワードが飛び交っていました。この後、事務局からのお知らせと区からのお知らせがあります。

⑦事務局からのお知らせ
(事務局　吉田)
事務局からのお知らせです。配布物ですが「木の根っこ」と「受験生チャレンジ」のリーフレットがあります。詳細はリーフレットに記載してあります。担当の電話番号も載っていますので気になった方は問合せてください。
次に、ホームページのリニューアルについてです。会員の皆様同士の交流を少しでもやりやすくする為に、リニューアルを検討しています。
2 事務局からのお知らせはタイトルだけでしたが全文表示に変えます。
②現在区民の方が食堂を探す時は、食堂一覧のページから地域ごとに探すか、地図から探す機能しかありませんでしたが「カレンダーから探す」という機能も追加します。開催時にどの食堂がやっているのか見やすいようにします。①②は6/24にリニューアル予定です。
3 ＨＰに新しく、関連団体というページを作りまして、今日もお越し頂いて
いるフードパントリーやなごみの家の情報を掲載したいと思います。
4 ＬＩＮＥについてですが、これまで事務局からのお知らせは会員ページか
メーリングリストでお知らせしていましたが、ネットワークの公式アカウントに登録して頂いてお知らせを流すような形にしていきたいと思っています。寄付品のご要望もLINEに返信するようになります。ただ、LINEをやっていない方もいると思うので、従来の方法と併用してやっていきたいと思います。詳細は後日、改めてお知らせします。
5 ロゴの使用について、皆様にお願いがあります。えどがわっ子食堂ネット
ワークのロゴですが普段の子ども食堂の活動以外で使用する場合は、事務局にご一報ください。これは使用を制限するものではく、皆様がどんな活動をしているか把握しておきたいからです。チラシに使用する時や、エプロン・のぼりを使用して活動する場合にお願いします。
⑥カード・エプロンの作成についてです。ネットワークのロゴ入りエプロンですが、昨年寄付金から100枚作成しましたが、食堂数も増えあっという間になくなってしまいましたので、新たに100枚追加で作成します。寄付金にて作成しますのでご理解をお願いします。チラシですが、2019年に作成したものでだいぶ古くなってしまいました。新しいチラシを作成する事も検討したのですが、年間10件ペースで食堂さんが増えており、新しくチラシを作成するのは難しく感じています。その代わりに、ネットワークのＨＰにつながるＱＲコードを付けたカードを作成する事で対応したいと思います。イメージとしては先程、木の根っこさんからご紹介頂いた名刺サイズのカードのような感じです。こちらも原資はネットワークに寄せられた寄付金です。作成するにあたり、皆さんの意見を是非伺いたいです。子ども同士のネットワークに広がれば子ども食堂にアクセスできない子どもに届くかもしれない。子ども向けのデザインにするか、保護者向けのデザインにするかなど……。アンケート用紙を用意しましたのでご協力をお願いします。最後に会議室を出た所に寄付品がありますのでよろしければお持ち帰り下さい。
(参加者より質問)今日の会議で出た案の情報は頂けますか？
(事務局　吉田)もちろんです。案内が不足しておりました。集約して皆さんにお送りします。次は区からのお知らせになります。

⑧今年度の補助金申請時期について
(江戸川区福祉推進課 酒井氏)
皆様、こんばんは。補助金の手続きについてお話しをさせて頂きます。(資料「令和6年度江戸川区子ども食堂推進事業補助金」参照)昨年からの変更点として、3ページに「申請手続き」という記載があります。交付申請につきましては、昨年度までは年2回、今頃の時期と秋頃にありましたが、今年度からは年に1回、時期としては秋頃を予定しております。交付申請の時期と併せて、それまでの実績についての報告もお願いする予定です。詳しくは3ページの表をご覧ください。毎年の注意点になりますが、秋に申請して頂いて交付決定というものを行います。お支払いする補助金に関しましては、交付決定をした範囲内になります。例えば、交付決定した金額が40万円、実際の実績が45万円で5万円オーバーしてしまったという場合、1食堂の上限額は48万円ではありますが、お支払いできる補助金は、交付決定した40万円までとなります。交付申請の際に、今までの実績も踏まえて計画的に申請をして頂きたい。実績報告の際に領収書やレシートがないと請求ができませんので、必ず保管して頂き、提出をお願いします。
月別内訳書を付けておりますが、昨年と変更した点があります。下の方に以下、該当ある場合のみ記入という「新たな子ども食堂の立ち上げや支援の拡充に係る経費(設備整備費等)」を記入する欄を設けました。昨年度までは1年分を1枚の用紙でご提出頂いておりましたが、今年度からは支出があった月は、こちらにご記入を頂きたい。支出がなかった月又は、設備整備費の申請をしていない食堂さんに関しては空欄のままでご提出ください。ご提出頂く書式につきましては後日データを事務局よりメールで送りますのでご確認下さい。以上です。

(事務局　吉田)
最後に藤居世話人より閉会の挨拶をお願いします。

⑨開会の挨拶
(司会：藤居世話人）
皆様、今日も活発な議論ができて良かったと思います。お疲れさまでした。いろんな提案があった事をできるだけ実現できるような形で進めていけたらな、と思いますのでどうぞ皆さんご協力をよろしくお願いします。今日はこれで閉会とさせて頂きます。お疲れ様でした。
